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特集 危機管理と事業継続力の強化に向けて
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ਤද̍ 新しい政府行動計画の概要
ᶃฏ࣌ͷ४උͷॆ࣮ ・平時から実効性のある訓練を定期的に実施

・関係機関の間で連携体制の構築

ᶄର߲ࡦͷ֦ॆ ・全体を３期（準備期、初動期、対応期）に分けて記載
・６項目だった対策項目を13項目に拡充。内容を精緻化

ᶅ෯ײ͍છʹରԠ͢Δର
ಈతػͷཧͱॊೈ͔ͭࡦ
ͳରࡦͷΓସ͑

・新型インフルエンザ・新型コロナウイルス以外の呼吸器感染症をも念頭に、
中長期的に複数の波が来ることも想定して対策を整理

・状況の変化に応じて、感染拡大防止と社会経済活動のバランスを踏まえ、
柔軟かつ機動的に対策を切り替え

ᶆ%9ͷਪਐ ・予防接種事務のデジタル化・標準化や電子カルテ情報の標準化等の医療DX
を進め、国と地方公共団体間等の情報収集･共有･分析･活用の基盤整備

ᶇ࣮ޮੑ֬อͷͨΊͷऔΓ
Έ

・実施状況を毎年度フォローアップ
・おおむね６年ごとに改定

ਤද̎ 次の感染症危機に備えた企業の準備項目（主なもの）（例）
ᶃίϩφ࣌ͷରԠΛ౿
·͑ͨ՝ͷચ͍ग़
͠

コロナ時の経験やその時に感じた課題を洗い出し、その課題に着
手する

ᶄใऩू࿈བྷମ੍
ͷඋ

国や都道府県等が発信する最新の情報を収集しつつ、緊急時に事
業者間や関係者との情報共有や連携が円滑に進むよう、各所の連
絡先を確認しておく

ᶅجຊతͳײછରࡦͷ
४උ

基本的な感染対策について、情報収集や従業員への周知といった
準備をしておく
（有事においては、マスク・咳エチケットや手指消毒といった基本
的な感染対策に加えて、流行している感染症に有効な対策として
国等から発信される最新情報も踏まえた対策が重要）

ᶆൃੜ࣌ͷׂ୲ͷ
֬ೝ

感染対策や業務の継続に関して、誰がどのような意思決定を行う
かについて、あらかじめ役割を決めておく

ᶇۀͷྨ 各業務について、強化すべき業務（感染症対応のために新たに発
生が見込まれる業務）、継続すべき業務（最低限の経営の維持に必
要な業務）、一時的に縮小すべき業務（急を要さず後日に回しても
影響が少ない業務）について整理しておく

ᶈۀܧଓܭըʢ#$1ʣ
ͷ࡞ʢվఆʣ
ʢᶃʙᶇͷ༰Λ౿·
͑ͯʣ

感染拡大時に従業員の健康を守り、かつ可能な限り経済的な負担
を軽減する観点から、①～⑤の内容を踏まえて業務継続計画を策
定する
計画の際には、人員（業務継続に必要な最小限の人数の把握等）
や物資（マスクや消毒用アルコール、その他業務の継続に必要な
物資等）といった業務継続に不可欠な資源を洗い出しておくこと
が重要

ᶉ܇࿅ɾݚमͷ࣮ࢪͱ
͠ݟըͷܭ

定期的に従業員の研修や訓練（机上訓練など）を実施する。訓練
等を通じて課題が判明した場合は、計画の見直しを行うなど、計
画の実効性の維持や向上に努める

23 222024・12 2024・12

https://www.caicm.go.jp/action/plan/index.html
https://www.caicm.go.jp/action/plan/index.html
https://www.caicm.go.jp/action/plan/guideline/index.html
https://www.caicm.go.jp/action/plan/guideline/index.html
https://www.caicm.go.jp/business/business_gl_overview.pdf
https://www.caicm.go.jp/business/business_gl_overview.pdf
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/sk.html
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/sk.html

